
本書では、BSIの9100シリーズ認証組織が選択できる、情報通信技術（ICT）のメリットを活用
したまったく新しい試みであるリモート審査について紹介します。

背景 
IAQGは2019年4月12日から審査でのICTの使用を認可しました。この
決定により、BSIはICTを利用し、対面形式の審査からデジタル空間でや
り取りを行う審査をBSIの顧客が選択できるオプションを用意しました。 
BSIは、ICT手法の採用による可能性や効果の反面、危険性も認識し
ており、情報が安全に交換され、サービスの品質と審査の有効性が維持
されることを保証するため、リスクおよび軽減分析を含む必要な手順を実
行しています。 

ICTについて 

情報通信技術（ICT）という
用語は、一般的に、人々と組
織がデジタルの世界で相互作
用することを可能にするすべての
技術を意味するものとして受け
入れられています。 

Schemeの要求 

1. 9104-001 箇条6.10

2. IAF MD4:2018 (ドキュメントの表示)

3. IAQG OPMT ICOP Resolutions Log #153(ドキュメントの表示)

認証機関は、UKAS、DAkkS、ANABなどの認定機関からの追加の事前承認な
しに、IAF MD4に従って適用される場合、審査期間全体の最大30％までICTを
使用できるようになりました。 

BSIのコミットメント 

BSIは以下のことをしません。 

• 「クラウド」などのデータストレージを介して情報を共有する

• 複数サイトの認証構造における販売活動を行うサイトなど、ICTを使

用したリモート審査の展開の上、サイトへの不必要な訪問をする

• リモート審査による審査期間の短縮をする

• 審査全体の30％以上をリモートで実施する

ICTを使用してカバーされる活動は、審査の期間、複雑さ、および審査
の種類に応じて、組織毎に異なります。 私たちは皆さまと協力して、最
適化された方法と審査計画を提案します。 

  Continued >> 

BSIは、 

• ICTの可能性とベネフィットの享受を希望する全ての顧客に提供

します

• 円滑な審査を実施するために必要な、ウェビナーや審査前のICT

システムチェックなどの必要な情報を提供します

• その経験を有意義に、シンプルで効果的なものにします
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期待されることと、開始する4つのステップ 

その後、主任審査員があなたの組織がリモート審査に必要なすべての

要素を持っていることを確認し、あなたのニーズに基づいて訪問計画を

作成します。 

Figure 1 

利点 

• 現地で費やす時間を最大30％削減

• 任意の場所からの複数の審査参加者（リモートワーカーなどの責任あ
るスタッフに対する利便性のよい参加）

• サイト間の移動時間の短縮による負担削減

• 条件によっては、サイト全体の審査がリモートで実施可能

• 柔軟な計画による、組織、人、システム、プロセスに最も精通している
審査員による審査の提供

• 1つの結合されたシームレスなアプローチによる複数のサイト構造にわた
る重複する非付加価値審査活動の削減

• ニーズに合わせた審査計画

適格性基準 

審査前情報レターに、左図のようにリモート審査を実施可能なエリアを

記入して審査チームリーダーに返送してください。 

初回認証（第一段階）審査（AS/EN9120は除く）はリモート

審査の対象外です。 

対象と対象外の活動は図を参照ください。 

この連絡書に関して質問がある場

合はBSIまでお問い合わせください

必要なIT機器と理想的な作業環境： 

• PC/Laptop

• マイクやヘッドセット

• インターネットアクセス

• 文書化された情報への電子アクセス

• ノイズや注意散漫のない静かな部屋

4 完成した様式を主任審査員に返信します

3 同意ボックスを読んでチェックします 

2 カバーしたい活動を選択します

1 審査前情報レターPF563 / PF1281のボックスにチェックを入れます
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